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1  は  じ  め  に

キャベツ栽培において,連作による根こぶ病及びコナガ

は主要な生産阻害要因となつている。現在,これらの被害

を防ぐ主要な方法は化学合成農薬の利用であるが,薬剤抵

抗性の問題,さ らには安全・安心で環境に配慮した農作物

生産の観点から,化学合成農薬のみに依存した防除体系の

見直しが必要とされている。そこで,根こぶ病とコナガの発

生を抑制する各種技術を相互に矛盾しない形で組み合わせ

た総合防除による減農薬栽培について検討した。

2試 験 方 法

(1)エ ンバクのおとり作物としての効果 (ポット試験)

1)試験方法 岩手県西根町のキャベツ圃場において,

根こぶ病罹病根を採取し,菌の懸濁液を作製した。この

懸濁液を l X 106個休眠胞r/mlに調整し,現地の土壊 (厚

層多腐植質黒ボク土)に接種した。これをポリアクリル

ポット (¢ 6 cm× H5cm)に つめ,エンバク(ヘイオー

ツ)を播種した。なお,菌液接種土壌のみをつめ,エ ン

バク種子を播種しないポットを対照とした。

2)調査方法 エンバク播種 10日後,14日 後に根こぶ

病菌の根毛感染の有無を検鏡により調査した。また,播

種 30日 後,50日 後の根こぶ病菌密度について計測した。

菌密度の計測についてはアプラナ科野菜根こぶ病総合防

除マニュアルに従つた
。。

(2)根 こぶ病とコナガを対象とした総合防除試験

根こぶ病を抑制する手段としてエンバクを,また,コ

ナガを抑制する手段として交信撹乱剤と寄生蜂を用いた

総合防除試験を行つた。

1)試験場所 岩手県西根町キャベツ連作圃場
2)圃場面積 3ha(う ち根こぶ病試験区 9a)

3)キャベツ耕種概要

品種 :夏 さやか 定植 :6月 中旬 収穫 :9月 上旬

施肥量 (成分 kg/10a):N:P205:K2° =15:13:15

裁植密度 :畦幅 60cm×株間 30om

4)試験方法

a根こぶ病発病抑制試験(1998年～20020

根こぶ病の発生を抑制する手段として,エンバク (ヘ

イオーツ)を短期輪作体系に導入した。試験圃場における

キャベツの作付けは 1994年に始まり,その翌年には根こ

ぶ病の発病がみられた。試験は 1998年に開始し,1994

年の作付け当初から短期輪作体系にエンバクが導入され

ていた区を試験区,エンバクは導入せず,フルスルファ

ミド粉剤による薬剤防除のみを継続する区を慣行区とし

た。なお,試験区における薬剤防除は試験開始前の 1995

～1997年には行われたが,試験開始以降実施しなかつた。

エンバクはキャベツ収穫終了後の 9月 中旬に 10a当た

り7kgを播種し,H月 中旬にすき込みを行つた。
調査は根こぶ病発病度 (アブラナ科野菜根こぶ病総合

防除マニュアルに従い算出
0)と 被害株率 (被害の有無は

出荷の可否により判断)について行つた。

bヨナガ発生抑制試験(20020
コナガの発生を抑制する手段として,交信撹乱剤及び

寄生蜂を導入した。交信撹乱剤はアルミグルア・ダイアモ

ルア剤で,10a当たり100本のディスペンサーを棒に絡

めて設置した。寄生蜂はセイヨウコナガチビアメバチで ,

7月 4日 から9回に分け,合計で 12,000頭 (株当たり007

頭)を放飼 した。放飼は東北農業研究センター害虫生態研

究室の協力を得て行つた。試験区の殺虫剤施用は蜂への

影響が少ない BT剤を中心に,各農家自らの判断で行うこ

ととした。慣行区は試験区から5ktn離れた場所に設置し,

防除方法は地域慣行とした。調査はフェロモン トラップ

によるコナガ誘引消長,コナガ幼虫頭数,収穫期の害虫

による被害株率 (被害の有無は出荷の可否により判断),

殺虫剤防除回数について行つた。

3 試験結果及び考察

(1)エ ンバクのおとり作物としての効果確認

根こぶ病菌はアブラナ科植物以外であるエンバクに

も根毛感染することが明らかとなった (図 1):ま た,エ

ンバクによる経時的菌密度減少効果が認められた (図 2)。

以上のことから,エンバクには根こぶ病菌にするおとり

作物としての効果があると考えられた。
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図 2エンバクの

菌密度減少効果

(2)根こぶ病とコナガを対象とした総合防除試験

1)根こぶ病発病抑制試験

薬剤のみの防除を継続した慣行区では作付け 5年目

の 1998年に発病がひどくなり,被害株率が 100%と な

った。また,試験開始以降 5年間のエンバク導入圃場

における根こぶ病の発病をみると,その発病はいずれ

も低く,薬剤を施用することなく,慣行防除とほぼ同

等の栽培が可能であつた (表 1)。

2)コナガ発生抑制試験

フェロモントラップによるコナガ誘引頭数を試験区

と慣行区で比較すると,試験区で低く推移した。 しか
し,試験区の誘引頭数が多い時期がみられ, この期間

においては風等,何らかの原因で交信撹乱がうまくい

つていなかつたと考えられた (図 3)。 コナガ幼虫頭数

は,薬剤散布回数が少なく,BT剤中心の散布を行つた

試験区でやや多かった (図 4)。 寄生蜂のコナガヘの寄

生率は 234であつたが,今回の試験では交信撹乱剤
と寄生蜂を併用していることから,寄生蜂単独での効

果については明ら力ヽ こできなかつた。殺虫剤の散布回

数は表 2の とおりで,慣行 73回に対し53回に削減

された。

(エンバク導入区)

慣行防除区

(薬剤防除区)

3)総合防除としての評価

総合防除としての結果を評価するため,収穫時の被

害株率を総合防除区 (試験区)と慣行区で比較した (表

3)。 その結果,総合防除区 (試験区)における被害株

率は,根こぶ病によるもの及び虫害によるものを合わ

せて6桃,一方の慣行区では 40%と なり,総合防除

区 (試験区)では慣行区とほぼ同等の被害株率で農薬

施用を減らすことが可能であつた。

4 ま

根こぶ病を抑制する技術として,短期輪作体系へのエ

ンバク導入が有効であつた。また,コナガの発生を抑制

する技術として交信撹乱剤とコナガ寄生蜂セイヨウコナ

ガチビアメバチの併用が有効であつた。これらを組み合

わせることにより殺虫剤,殺菌剤の施用を減少させるこ

とが可能であつた。
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図 3フ ェロモン トラップに
よるコナガ誘引消長
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図4コナガ幼虫頭数の推移

2002年

→ 6回
→ 5回
→ 5回
→ 5回

【成分数6】

【成分数8】

→53回 【成分数 7】

61%
株率 (虫

みを対象として行つた訳で1まなく,他の書虫
生した場合も行つた。

(アプラムシ、タマナギンクワバ、ヨトウガ等)が発

'2 慣行防除区のキ裕
・ツ生育曰数が試験区と約 14日異なつていたので,慣行防除区のキャヘ・ツ生育口数

が試験区と同じであつたと仮定した場合の散布回数と成分数を示した。

73回
臨 時粒剤+63回
【成分数 111

73回 【成分数 11】
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